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「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
停
止
状
態

（
心
室
細
動
）
の
人
に
対
し
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
を

正
常
に
戻
す
器
械
で
す
。
一
般
の

人
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

操
作
方
法
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
音
声
ガ
イ

ド
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
市
役
所

○
児
玉
総
合
支
所

○
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

○
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

○
シ
ル
ク
ド
ー
ム

○
エ
コ
ー
ピ
ア

○
市
民
プ
ラ
ザ

○
市
立
各
小
中
学
校

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

一
般
国
道
17   
号
本
庄
道
路
の
都
市

計
画
決
定
の
お
知
ら
せ

　

一
般
国
道
17
号
本
庄
道
路
に
関

連
す
る
都
市
計
画
が
２
月
10
日
㈫

に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
都
市
計
画
図
書

等
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

①
本
庄
都
市
計
画
道
路
の
変
更

縦
覧
期
間　

２
月
10
日
㈫
〜（
土
・

　

日
・
祝
日
を
除
く
）　

午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　

埼
玉
県
都
市
計
画
課
、

　

市
役
所
都
市
計
画
課

②
一
般
国
道
17
号
本
庄
道
路
事
業

　

に
係
る
環
境
影
響
評
価
書

縦
覧
期
間　

２
月
10
日
㈫
〜
３
月

　

10
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

　

く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時

縦
覧
場
所　

埼
玉
県
都
市
計
画
課
・

　

温
暖
化
対
策
課
、
北
部
環
境
管

　

理
事
務
所
、
熊
谷
県
土
整
備
事

　

務
所
、
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
、

　

市
役
所
都
市
計
画
課
、
深
谷
市

　

役
所
、
上
里
町
役
場

※
②
は
市
立
図
書
館
本
館
で
も
開

館
時
間
内
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
埼
玉
県
都
市
計
画
課
☎
０
４
８
―

　

８
３
０
―
５
３
４
３
、
市
都
市

　

計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
！

　

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
ご
み
を

燃
や
す
こ
と
は
、
煙
や
に
お
い
、

灰
の
飛
散
に
よ
っ
て
近
所
迷
惑
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
有
害
な
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
部
の

例
外
を
除
き
、
屋
外
焼
却
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

ご
み
は
家
庭
で
焼
却
せ
ず
、
認
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
収
集
場
所
に
出

す
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
適
正
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

　

総
合
支
所
経
済
環
境
課
☎
72
１

　

３
３
１
（
内
線
２
２
６
）

食
品
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

「
も
っ
と
知
り
た
い
！
本
庄
の
新

鮮
野
菜
」
を
開
催

　

今
、
世
の
中
に
は
食
品
に
対
す

る
不
安
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
は
本
庄
の
野
菜
が
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
機
会
に
農
産
物
の
現
場
ス

タ
ッ
フ
と
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
市
民
プ
ラ

ザ
玄
関
脇
で
採
れ
た
て
の
野
菜
を

直
売
し
ま
す
。

日
時　

２
月
25
日
㈬　

午
後
２
時
〜

　

３
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
２
階
多
目
的

　

ホ
ー
ル

内
容　

も
っ
と
知
り
た
い
！
本
庄

　

の
新
鮮
野
菜

講
師  

中　

秀
幸　

氏
（
埼
玉
ひ

　

び
き
の
農
業
協
同
組
合
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

２
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
有
地
売
り
払
い
の

一
般
競
争
入
札
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

所
在
地　

け
や
木
２
丁
目
３
２
０

　

９
番
18

面
積　

１
２
４
・
60
㎡

地
目　

宅
地

区
域
区
分　

市
街
化
区
域

用
途
地
域　

第
一
種
住
居
地
域

入
札
実
施
公
告　

２
月
９
日
㈪

入
札
参
加
申
込　

２
月
25
日
㈬
か

　

ら
27
日
㈮
ま
で
に
財
政
課
へ
（
申

　

し
込
み
を
し
な
い
と
入
札
に
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。）

入
札
・
開
札
日
時　

３
月
６
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜

※
入
札
締
め
切
り
後
、
直
ち
に
開

札
し
ま
す
。

入
札
・
開
札
場
所　

市
役
所
５
階

　

５
０
４
会
議
室

落
札
者
の
決
定
方
法　

市
の
定
め

　

た
予
定
価
格
以
上
で
、
最
も
高

　

い
価
格
の
入
札
者
を
落
札
者
と

　

し
ま
す
。

※
入
札
参
加
要
領
及
び
入
札
参
加

申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
、
２

月
９
日
㈪
か
ら
財
政
課
で
配
布
し

ま
す
。

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

１日㈰～23日㈪・３月２日㈪・９日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・３月２日㈪・９日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
９日㈪～14日㈯、18日㈬～22日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：３月２日㈪］
・固定資産税　４期　　　・国民健康保険税　８期
・下水道負担金　４期　　・介護保険料　８期
・後期高齢者医療保険料　８期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　２月26日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係
　　　　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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「
ひ
と
と
ひ
と
の
人
権
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

お
互
い
を
思
い
や
り
、
と
も
に
支

え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
悩
ん
で

い
る
人
の
心
の
支
え
に
な
れ
る
話

の
聴
き
方
・
子
ど
も
た
ち
の
現

状
・
今
も
社
会
に
残
る
差
別
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

①
２
月
20
日
㈮

内
容　

相
談
を
受
け
る
と
き
に
大

　

切
な
こ
と

講
師　

田
中　

邦
子　

氏
（
社
会

　

福
祉
法
人
埼
玉
い
の
ち
の
電
話
）

②
２
月
26
日
㈭

内
容　

子
供
の
問
題

講
師　

井
上　

仁　

氏
（
日
本
大

　

学
文
理
学
部
准
教
授
）

③
３
月
６
日
㈮

内
容　

人
権
問
題

講
師　

大
槻　

咲
男　

氏
（
人
権

　

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

《
①
〜
③
共
通
》

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

市
民
文
化
会
館

定
員　

30
人
程
度
（
多
数
の
場
合

　

抽
選
）

費
用　

無
料

申
込　

２
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
人
権
推
進
課
へ

※
１
回
の
み
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
５
９

「
魅
力
的
な
自
分
づ
く
り
〜
あ
な
た

が
あ
な
た
ら
し
く
輝
く
た
め
に
〜
」

を
開
催

　

家
族
や
友
達
な
ど
周
囲
の
人
に

自
分
を
伝
え
る
こ
と
は
、
思
い
の

ほ
か
難
し
い
も
の
で
す
。
自
分
を

理
解
し
表
現
す
る
方
法
を
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
手
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で

　

の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回　

午

　

前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

①
愛
さ
れ
る
人
に
な
る
〜

　

好
感
度
ア
ッ
プ
〜
、
②
自
己
表

　

現
を
す
る
〜
存
在
感
ア
ッ
プ
〜
、

　

③
人
間
関
係
を
築
く
〜
信
頼
感

　

ア
ッ
プ
〜

講
師　

斎
藤　

美
姫　

先
生
（
心

　

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
　

対
象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
下

　

の
子
ど
も
を
持
つ
女
性

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

２
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
ま

　

た
は
直
接
人
権
推
進
課
へ

※
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
一
時

保
育
あ
り
。
（
要
予
約
）

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
８

初
心
者
の
た
め
の「
絵
手
紙
教
室
」

を
開
催

日
時　

２
月
24
日
か
ら
３
月
17
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

東
台
会
館

講
師　

前
田　

京
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

用
意　

筆
（
中
・
小
）、
水
彩
絵
の

　

具
、
タ
オ
ル
、
筆
洗
い
、
書
道

　

用
下
敷
き
、
白
小
皿
２
枚

申
込　

２
月
12
日
㈭
か
ら
費
用
を

　

添
え
て
直
接
左
記
へ

★
東
台
会
館
☎
㉔
０
２
９
５

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
使
用

手
数
料
改
定
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、「
事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
ず
る
一
般
廃
棄
物
」
を

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬

入
す
る
際
の
手
数
料
を
次
の
と
お

り
改
定
し
ま
す
。

手
数
料　

10
㎏
に
つ
き
２
０
０
円

　
（
現
行
10
㎏
に
つ
き
１
３
０
円
）

※
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の

自
己
搬
入
に
つ
い
て
は
、
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

★
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎

　

㉒
８
２
０
０

大盛況　七福神めぐりとつみっこ合戦
　ＪＲ東日本主催の「駅からハ
イキング」（開運！武州本庄七
福神めぐりと本庄名物つみっ
こ合戦）が、今年も１月10日に
盛大に行われました。
　ＪＲによると、駅からハイキ
ングの当日参加者は1,632名。

内訳は県内が585名で36.4％、東京からが376名で19.3％、
以下千葉186名、神奈川153名となっており、ほとんどが関
東近県からでしたが、遠く北海道や青森、兵庫から参加され
た方もいました。
　本庄駅には朝９時ごろから続々と人が降り始めました。一
行は改札で商工会議所女性会の歓迎を受け、受付を済ませ
て七福神めぐりへ。それぞれの寺社（今年は普寛様も加わ
り10か所）では、地元の商店街の皆さんがスタンプを押し、
甘酒や飴

あめ

をふるまいました。沿道では商店や「まちの駅」が、
それぞれ自慢の品物を露天に並べて販売したり、自主的にお
もてなしをして参加者を歓迎する光景も見られました。
　コースの最後は市民プラザでの“つみっこ合戦”。今年は
２回目ですが、駅からハイキングの参加者はもとより、市内
外からの大変な人出でにぎわいました。つみっこは一杯100
円。参加者はおいしいと思ったお店に投票します。参戦出店
数は10。本庄・児玉の飲食店や団体に加え、郡内３町、また
今回初めて藤岡市鬼石の「とっちゃなげ汁」も参戦。和風・
洋風・カレー味・そば風味から、なんとブルーベリー入りまで
あり、非常に内容もバラエティでした。会場ではＪＡや菓子
組合による地元農産物や「どらＱ」の販売もあり、また、「だ
んべえ踊り」や「こだま和太鼓」の自主公演もありました。訪
れた人々は、熱いつみっこを食べながら本庄市の熱気も感じ
たに違いありません。
　「毎回参加しているけど、本当に皆さんが親切。来年もま
た来ます。」という声を何人もの方から聞きました。経済状
況は厳しく、不安も多い世の中ですが、遠来のお客様を温か
くもてなす、人情のまち本庄の良さは着実に外に伝わってい
ると確信します。これらの事業を支えてくださったすべての
皆さんに、市長として心から御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　 本庄市長
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